
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

ほ う き 

１左手のおやゆび

とこゆびに、ひもを

かけます。 

 

２右手でてのひら

のひもをとってひっ

ぱります。 

３ひっぱりおわっ

たときのかたちで

す。 

５ひっぱりおわると上の

ような形になります。 

６てまえから△のひものあいだに、

右手をいれて、おやゆびとひとさしゆ

びで○のひもをひきださします。 

  

 

ひきだしている

ところです。 

７ひきだしおわったら、つ

ぎに▽のぶぶんに左手のひ

とさしゆびとなかゆびとく

すりゆびを８のようにい

れます。 

 

９ひだりてをおこし、まん中の○のひもを、右手で

つまんでひっぱるとできあがりです。 

８左手のひとさしゆびとなかゆびと

くすりゆびをまげて▽にいれます。右

手でひもをもったまま、ひだりてのこ

うにまわします。 

 

１ 

 

４もういちど手の

ひらのひもをひっ

ぱります。  
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はしご（４だんばしご） ２ 

１ひもをりょう手のおやゆ

びとこゆびにかけて、りょう

方のなかゆびでとります。 

２おやゆびをはずします ３ひりょうほうのおやゆび

で、いちばんこゆびがわのひ

もを下からとります。 

４こんどは、おやゆびでこゆ

びから２ばんめのひも○をり

ょう方のおやゆびで、上から

とります。 

５とりおわったかた

ちです。 

６りょうてのこゆびのひもを

はずします。つぎに、こゆび

で○のひもをとります。 

 

 

７とりおわったら、こんどは、おやゆ

びのひもをぜんぶはずします。 

８こゆびから２ばんめのひも

を、りょう方のおやゆびで上から

とります。つぎに○のひもをおや

ゆびでとります。 

 
上のように、はんたいの

手のゆびでつまんでお

やゆびにかけるとやり

やすい。 

 

 

９つづいておやゆびの○

のひもをはずなないで、△

のひもだけをはずす。（りょ

う手とも） 

10○のぶぶんのさんかく

のなかに、なかゆびをまげ

ていれる。 

 

11 なかゆびをいれながら、な

かゆびにかかっていたひもと、

こゆびのひもをすべらせるよ

うにしてはずします。 

12 てのひらをむこうにむ

けながら、なかゆびとおや

ゆびをひらくと「はしご」

のできあがりです。 

おまけ 
そのまま、かた方の手のなか

ゆびとおやゆびをあわせて

たてにすると、「とうきょう

タワー」のできあがり。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

   

 

   

ひ も ぬ き ３ 

１てのひらにこの

ようにひもをかけ

ます 

２ひものてまえがわ

から、みぎ手をいれ

て、おやゆびとひとさ

しゆびのあいだから、

ひもをひきだします。 

３ひきだしたひもを    

のほうこうに

１かいひねります。 

４ひねったひもを、

ひだり手のひとさし

ゆびにかけまえす。 

 

５こんどは、ひとさし

ゆびとなかゆびのあい

だからひもをとって、

３とおなじように１

かいひねります。 

６ひねったひもをな

かゆびにかけます。 

７これをくりかえし

て、こゆびまでぜんぶ

のゆびにひもをかけ

ます。 

８さいごにおやゆ

びのひもをはずし

て、○のひもをそっ

とひいてみましょ

う。 

 

 

リ ン グ お と し このようなリング（わ）をつかいます。 

１ひもにリングをと

おして、りょうはしを

りょう手のおやゆびと

こゆびにかけます。 

２つぎに、みぎ

手のなかゆびで

ひだり手のひも

をとります。 

３おなじように、

ひだり手のなかゆ

びでみぎ手のひも

をとります。 

４りょう手をひろげて

「コインおとし」のようい

ができました。 

５ひだり手のおやゆびとみぎ手

のなかゆびだけひもをのこして、

そのほかのゆびのひもをぬいて、

りょう手をひろげてみましょう。 

リング（わ）のかわりに、５えんだまや 50えんだ

まなど、ひもがとおるくらいの、あなのないたおかね

をつかってもよいです。 


